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特集―わがまち八王子探訪シリーズ「中心市街地」

◎
「
旧
八
王
子
町
」
の
縁
起

　

現
在
の
八
王
子
市
は
、
い
く
つ
も
の
町
村
が
合

併
し
て
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
地
で
も

あ
る
旧
八
王
子
町
は
、
江
戸
時
代
の
甲
州
街
道
沿

い
に
栄
え
た
八
王
子
横
山
十
五
宿
と
千
人
町
、
元

横
山
村
、
新
横
山
村
、
子
安
村
、
本
郷
村
が
合
併

し
た
こ
と
で
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に

多
摩
地
域
で
初
め
て
市
制
を
施
行
し
ま
す
。

　

１
８
８
９
年
の
甲
武
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
八

王
子
駅
が
開
設
さ
れ
、
１
９
０
８
年
に
は
横
浜
線

も
開
通
。
都
心
と
の
商
業
的
な
結
び
つ
き
や
開
港

地
横
浜
へ
の
織
物
の
輸
送
な
ど
が
強
化
さ
れ
、
交

通
の
面
で
も
中
心
地
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
八
王
子
市
街
地
で
は
た
び
た
び
災
禍
に

見
舞
わ
れ
、
１
８
９
７
年
の
八
王
子
大
火
で
は
町

の
75
％
が
焼
失
し
、
死
者
42
名
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
で
は
火
災
こ

そ
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
40
戸
以
上
の
家
屋

が
全
壊
し
て
い
ま
す
。
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年

の
八
王
子
空
襲
で
は
１
６
０
０
ト
ン
も
の
焼
夷
弾

が
投
下
さ
れ
て
市
街
地
の
80
％
が
焼
き
払
わ
れ
、

犠
牲
者
約
４
５
０
名
、
焼
失
家
屋
１
万
４
千
戸
以

上
と
い
う
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

甚
大
な
被
害
を
た
び
た
び
受
け
な
が
ら
も
、
三

度
立
ち
上
が
っ
た
こ
の
地
域
は
多
摩
地
域
の
中
核

的
商
業
都
市
と
し
て
発
展
し
ま
す
。
一
時
期
は
八

王
子
駅
ビ
ル
に
あ
っ
た
そ
ご
う
を
は
じ
め
、
丸

井
、
西
武
、
伊
勢
丹
、
大
丸
な
ど
数
々
の
デ
パ
ー

ト
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で

は
デ
パ
ー
ト
は
み
な
撤
退
し
、
入
れ
替
わ
る
よ
う

に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
。
別
の
形
で
ま
た
多
く
の

人
び
と
を
呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。

今回巡るのはかつての八王子町にあたる八王子市の中心市街地です。八
王子駅から京王八王子駅、西放射線ユーロードなどをぐるっと巡るルー
トと、八日町から甲州街道沿いに西八王子駅を目指す２つのルートを設
定しました。街中にある歴史的見どころをご紹介します。

八王子駅周辺散策コース
★中
心市
街地を

 知る！　その１
深～く はちとぴ

観光
―特 撰―

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
、
八
王
子
ス
ク

エ
ア
ビ
ル
11
～
13
階
に
開
設
。
発
表
会
や

コ
ン
サ
ー
ト
用
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
を
は

じ
め
、
作
品
展
に
適
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ホ
ー
ル
、
会
議
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
利
用

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
。

❸八王子市学園都市センター 甲
武
鉄
道
（
現
・
中
央
線
）
の
立
川
～
八

王
子
駅
間
の
開
業
に
伴
っ
て
１
８
８
９

（
明
治
22
）
年
に
開
設
。
１
９
８
３
（
昭

和
58
）
年
に
八
王
子
駅
ビ
ル
が
誕
生
。
中

央
線
、
横
浜
線
、
八
高
線
の
結
節
点
で

あ
り
、
多
摩
地
域
の
拠
点
駅
で
も
あ
る
。

（
は
ち
と
ぴ
34
号
参
照
）

❶八王子駅

か
つ
て
八
王
子
駅
前
に
は
織
物
タ
ワ
ー
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
そ
の
場
所
に
八
王
子

駅
２
階
か
ら
延
び
る
歩
行
者
専
用
通
路
が

架
け
ら
れ
て
い
る
。
通
称
を
「
マ
ル
ベ

リ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
（
桑
の
橋
）」
と
呼
び
、

絹
織
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
建
つ
。（
次
ペ
ー
ジ
コ
ラ
ム
参
照
）

❷マルベリーブリッジ１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
開
館
。
生
涯
学

習
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を

行
う
。
交
流
・
発
表
の
場
と
し
て
ホ
ー

ル
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
、
図
書
館
、

展
示
室
、
視
聴
覚
室
、
料
理
講
習
室
、
ス

タ
ジ
オ
、
録
音
編
集
室
、
学
習
室
な
ど
を

備
え
る
。

❹
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
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あともう
少しだよ！

八王子駅北口
からスタート
するよ！

車や自転車に
気をつけて

歩きましょうね！

マイペースで
歩きましょう！
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特集―わがまち八王子探訪シリーズ「中心市街地」

１
５
９
０
（
天
正
18
）
年
に
八
王
子
三
宿

の
商
人
の
守
護
神
と
し
て
倉
稲
魂
命
（
う

か
の
み
た
ま
の
み
こ
と
）
を
祀
る
。
江
戸

時
代
に
天
日
鷲
命
（
あ
ま
の
ひ
わ
し
の
み

こ
と
）
を
合
祀
し
て
か
ら
は
大
鳥
神
社
と

も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毎
年
11
月

の
酉
の
日
に
酉
の
市
が
行
わ
れ
る
。

玉
南
電
気
鉄
道
（
現
・
京
王
線
）
の
開
通

に
伴
い
、
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に
開

設
。
か
つ
て
は
東
八
王
子
駅
と
呼
ば
れ
て

い
た
が
、
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
に
現

在
地
に
移
転
し
て
京
王
八
王
子
駅
に
改

称
。
１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
に
地
下
駅

と
な
っ
た
。（
は
ち
と
ぴ
34
号
参
照
）

１
７
５
６
（
宝
暦
６
）
年
に
力
士
・
八
光

山
権
五
郎
の
出
世
を
祈
念
し
て
再
建
さ

れ
、
落
成
と
同
日
に
相
撲
が
奉
納
さ
れ
た

と
い
わ
れ
る
。
祭
神
は
倉
稲
魂
命
。
９
月

に
厄
除
け
を
祈
願
し
、
し
ょ
う
が
を
奉
納

す
る
「
し
ょ
う
が
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。

境
内
に
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
が
建
つ
。

７
５
９
（
天
平
宝
字
３
）
年
、
淳
仁
天
皇

の
皇
后
の
安
産
の
た
め
に
創
建
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
主
神
は
木
花
開
耶
姫
命

（
こ
の
は
な
の
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と
）。

毎
年
４
月
29
日
に
卯
の
花
祭
が
開
か
れ

る
。
昔
、
こ
の
神
社
周
辺
は
「
船
森
」
と

呼
ば
れ
た
森
と
湧
水
地
で
名
高
か
っ
た
。

甲
州
道
中
の
江
戸
日
本
橋
か
ら
12
番
目
に

あ
る
一
里
塚
で
、
市
内
で
唯
一
位
置
が
特

定
で
き
る
。
塚
に
植
え
ら
れ
て
い
た
榎
は

１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
の
八
王
子
大
火

で
焼
失
。
こ
の
付
近
は
甲
州
街
道
の
旧
道

で
も
あ
り
、
八
王
子
宿
の
東
の
入
口
に
あ

た
る
。

１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
に
横
川
楳
子
が

私
立
八
王
子
女
学
校
を
設
立
。
横
川
は
そ

の
校
舎
な
ど
を
寄
付
し
て
、
１
９
０
８

（
明
治
41
）
年
に
東
京
府
立
第
四
高
等
女

学
校
が
開
設
。
南
多
摩
高
等
学
校
と
改
称

後
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
中
高
一

貫
の
南
多
摩
中
等
教
育
学
校
と
な
っ
た
。

❽市守大鳥神社

❻京王八王子駅❾永福稲荷神社

❺子安神社

❿竹の鼻一里塚 ❼南多摩中等教育学校

　

１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
、
市
の
復
興
計
画
に
よ
り
、
八
王
子
空

襲
で
焼
失
し
た
八
王
子
駅
の
新
駅
舎
が
完
成
し
、
現
在
の
位
置
に
移

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
駅
前
広
場
、
甲
州
街
道
と
駅
を
結
ぶ

大
通
り
、
東
西
放
射
線
通
り
な
ど
、
い
ま
の
八
王
子
駅
北
口
の
街
並

み
の
原
形
が
形
作
ら
れ
ま
す
。

　

１
９
５
４
年
に
は
甲
州
街
道
沿
い
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

ア
ー
ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
は
、

都
市
商
店
街
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
視
察
が
訪
れ
る
ほ
ど
で
、
当

時
の
八
王
子
中
心
市
街
地
の
活
気
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
１
９
６

０
年
、
市
内
初
の
デ
パ
ー
ト
「
ま
る
き
百
貨
店
」（
後
に
「
岡
島
百

貨
店
」
と
な
り
、
現
在
は
「
八
王
子
エ
ル
シ
ィ
」
に
）、
63
年
に
は

「
イ
ノ
ウ
エ
百
貨
店
」
が
開
店
。
続
い
て
「
伊
勢
丹
」「
西
武
百
貨

店
」「
八
王
子
大
丸
」「
長
崎
屋
」「
忠
実
屋
」
な
ど
の
大
型
百
貨
店

や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
八
王
子
駅
周
辺
に
続
々
と
進
出
し
て
い

き
ま
す
。
八
王
子
駅
は
１
９
８
３
年
に
駅
ビ
ル
と
「
そ
ご
う
八
王
子

店
」
が
開
店
し
ま
す
。「
そ
ご
う
」
は
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に

閉
店
し
、
市
内
の
デ
パ
ー
ト
は
す
べ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
同
年
に
駅
ビ
ル
「
セ
レ
オ
八
王
子
北
館
」
が
開
館
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
前
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
の

が
、
１
９
６
０
年
、
八
王
子
駅
前
に
建
設
さ
れ
た
織
物
タ
ワ
ー
で

す
。
当
時
の
八
王
子
の
「
買
継
商
組
合
」
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
１
９

６
２
年
に
組
合
か
ら
八
王
子
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
高
さ
約
12

メ
ー
ト
ル
の
タ
ワ
ー
の
上
部
に
は
市
章
が
あ
り
、
そ
の
下
に
エ
ン
ジ

色
で
「
織
物
の
八
王
子
」
の
大
き
な
文
字
が
表
示
さ
れ
、
夜
に
な
る

と
ネ
オ
ン
で
文
字
が
輝
き
ま
し
た
。
周
囲
の
池
か
ら
は
糸
を
表
す
５

条
の
噴
水
が
吹
き
上
が
り
、
塔
を
伝
わ
る
水
が
織
物
を
表
現
し
て
い

ま
し
た
。

　

１
９
９
５
年
に
八
王
子
駅
北
口
整
備
事
業
に
よ
っ
て
タ
ワ
ー
は
撤

八
王
子
駅
周
辺
の
今
昔

ひと休み
コラム
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大
正
か
ら
戦
後
間
も
な
く
ま
で
繁
栄
し
た

中
町
界
隈
に
は
、
多
摩
地
域
で
唯
一
の
花

街
が
あ
っ
た
。
現
在
は
有
志
が
「
黒
塀
を

楽
し
む
会
」
を
結
成
し
て
、
往
時
の
花
街

の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
２
０
２
０
（
令
和

２
）
年
よ
り
「
ま
ち
な
か
休
憩
所
」
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
開
館
の
芸
術
文

化
会
館
。
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
ま
で

市
役
所
が
あ
っ
た
。
大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー

ル
２
つ
の
ホ
ー
ル
を
有
し
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
講
演
会
、
各
種
発
表
会
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
か
ら
改

修
工
事
の
た
め
休
館
予
定
。

八
幡
神
社
と
八
雲
神
社
が
合
わ
せ
て
祀
ら

れ
、
市
街
地
東
部
の
鎮
守
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
。
八
幡
神
社
は
古
く
「
八
幡

宮
」
と
称
し
、
横
山
党
が
勧
請
し
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
る
。
八
雲
神
社
は
「
天
王
宮
」

と
も
呼
ば
れ
、
か
つ
て
深
沢
山
に
あ
っ
た

ご
神
体
が
祀
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
発
足
の
「
八
王

子
医
会
」
を
ル
ー
ツ
に
、
１
９
７
４
（
昭

和
49
）
年
に
「
八
王
子
医
師
会
」
と
名
称

変
更
。
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
現
在

地
に
移
転
。
在
宅
医
療
相
談
窓
口
や
相
談

室
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
備

え
る
。（
は
ち
と
ぴ
36
号
参
照
）

⓫大義寺

⓯いちょうホール ⓬八幡八雲神社

⓰八王子市医師会

創
建
当
初
は
大
元
寺
と
称
し
て
い
た
が
、

戦
国
時
代
に
大
義
寺
と
改
称
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
女
流
俳
人
で
、

松
尾
芭
蕉
の
系
譜
を
継
い
だ
松
原
庵
星
布

の
墓
が
あ
る
。
星
布
は
八
王
子
横
山
宿
の

榎
本
家
出
身
で
、
多
摩
地
方
の
俳
諧
に
多

大
な
影
響
を
与
え
た
。

八
王
子
駅
北
口
か
ら
八
日
町
交
差
点
ま
で

の
５
０
０
ｍ
区
間
は
、
１
９
８
４
（
昭
和

59
）
年
に
歩
行
者
・
自
転
車
専
用
道
路
と

な
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
店
が
建
ち
並
び
、

多
く
の
買
い
物
客
で
賑
わ
う
。
合
間
に
は

憩
い
の
広
場
も
あ
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
る
。

⓮
中
町
黒
塀

⓭
西
放
射
線
ユ
ー
ロ
ー
ド

去
。
さ
ら
に
１
９
９
９
年
に
は
八
王
子
駅
北
口
２
階
か
ら
延
び
る
歩

行
者
専
用
通
路
（
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
、
通
称
「
マ
ル
ベ
リ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
」）
が
建
設
さ
れ
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
と
地
下
駐
車
場
な

ど
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
に
織
物
タ
ワ
ー
に
代
わ
っ
て
、
絹

の
布
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
虹
色
の
板
が
か
か
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
絹
の

舞
」
が
設
置
さ
れ
、
新
た
な
駅
前
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
明
神
町
に
多
摩
地
区
最
大
級
の
産
業
交
流
拠
点
、「
東
京

た
ま
未
来
メ
ッ
セ
（
東
京
都
立
多
摩
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
）」
の
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
八
王
子
合
同
庁
舎
と
八
王
子
市

保
健
所
が
集
約
さ
れ
、
展
示
ホ
ー
ル
や
会
議
室
な
ど
も
併
設
。
八
王

子
の
み
な
ら
ず
、
多
摩
地
域
の
産
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲甲州街道の七夕祭り
　（1967年８月、橋本靖男氏撮影）

▲甲州街道の歩行者天国
　（1972年９月ころ、秋山秀雄氏撮影）

▲�織物タワーと八王子駅
　（1963年ころ、風野正治氏撮影）

昭和40年代八王子駅
周辺のようす
揺籃社刊『市民の写真集
八王子の今昔』より

⎝
⎛

⎠
⎞
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特集―わがまち八王子探訪シリーズ「中心市街地」

はちとぴ
観光

―特 撰―

甲州街道沿いを
歩くんだね♪

この場所を
紹介します！

マイペースで
歩きましょう！

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
の
ビ
ュ
ー
タ

ワ
ー
八
王
子
竣
工
に
合
わ
せ
て
、
八
王
子

宿
全
景
の
絵
図
（『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

掲
載
）
の
レ
リ
ー
フ
と
解
説
板
が
設
置
さ

れ
た
。
江
戸
時
代
、
甲
州
街
道
の
八
王
子

宿
は
15
の
宿
場
か
ら
な
り
、
横
山
宿
と
八

日
市
宿
を
中
心
に
発
展
し
た
。

❷
八
日
市
宿
跡
碑

中
心
市
街
地
活
性
化
再
開
発
事
業
の
一
環

と
し
て
、
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に

ビ
ュ
ー
タ
ワ
ー
八
王
子
２
階
に
開
館
。
年

間
数
本
の
特
別
展
を
開
催
す
る
ほ
か
、
常

設
展
示
で
は
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
画
家
の

作
品
も
紹
介
し
て
い
る
。（
は
ち
と
ぴ
19

号
参
照
）

❶八王子市夢美術館

甲州街道探訪コース
★中
心市
街地を

 知る！　その２
深～く
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あともう
少しだよ！

１
５
０
４
（
永
正
元
）
年
に
滝
山
城
下
丹

木
に
創
建
さ
れ
、
八
王
子
城
築
城
に
伴
い

元
八
王
子
へ
、
落
城
後
に
現
在
地
へ
移

転
。
戦
災
か
ら
も
難
を
逃
れ
た
市
内
有
数

の
古
刹
。
庫
裏
は
多
摩
市
蓮
光
寺
の
旧
家

を
移
築
し
た
も
の
。
長
田
作
左
衛
門
、
玉

田
院
、
塩
野
適
斎
の
墓
が
あ
る
。

境
内
の
南
側
の
古
い
石
塀
は
１
９
０
６

（
明
治
39
）
年
に
築
造
さ
れ
た
も
の
。
寄

進
者
で
あ
る
商
店
、
旅
館
、
織
物
関
係
者

な
ど
の
屋
号
が
両
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
の
空
襲
で
諸
堂

は
灰
燼
に
帰
し
た
が
、
塀
は
大
き
な
損
傷

も
な
く
焼
け
残
っ
た
。

❹極楽寺 ❸傳法院

車や自転車に
気をつけて

歩きましょうね！


